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平成 28 年 6 月 23 日 
国土交通省国土技術政策総合研究所 
国立研究開発法人  建築研究所 

 

平成 28 年（2016 年）熊本地震による建築物等被害第十一次調査報告 

（ホール等の特定天井を中心とした非構造部材の被害調査速報） 

 

１ 調査の目的及び概要 

熊本地震による建築物の非構造部材、特に特定天井脚注1の被害状況を把握するため、国土

交通省住宅局の要請を踏まえ、熊本市とその近傍にある、ホール等の大規模な屋内空間を

有する建築物を対象として 5 月 24 日及び 25 日に現地調査を行った。本報告は当該調査の

結果をとりまとめた速報である。 

 

２ 調査者 

国土交通省国土技術政策総合研究所 

建築研究部評価システム研究室 主任研究官 脇山善夫 

国立研究開発法人 建築研究所 

建築生産研究グループ 主任研究員 石原直 

 

３ 調査行程と対象建築物の所在地 

３．１ 調査行程 

平成 28 年 5 月 24 日（火） 

9:10 Ａ会館 

11:30 Ｂホール 

13:00 Ｃ展示場 

16:00 Ｄセンター 

平成 28 年 5 月 25 日（水） 

 9:30 Ｅ会館 

11:00 Ｆ劇場 

13:10 Ｇ運動施設 

 

３．２ 対象建築物の所在地 

図 1 に、地震動の観測点と合わせて、対象建築物の所在地を示す。対象建築物は熊本市

（中央区、東区、南区）と益城町にある。熊本市西区（気象庁）と同市東区（K-NET）で

地震動が観測されている。 

図 2 に熊本市の地震動観測点における観測記録から描いた擬似速度応答スペクトル脚注2

を示す。赤線が気象庁（JMA）の熊本西区春日、青線が K-NET 熊本であり、実線と点線が

それぞれ本震（4 月 16 日 1:25 の地震）と前震（4 月 14 日 21:26 の地震）を表す。黒の破線

                                                        
脚注1： 特定天井とは、建築基準法施行令第 39 条第 3 項に基づき平成 25 年国土交通省告示第 771 号第 2 に規定される

ものをいう。吊り天井であって、人が日常立ち入る場所に設けられ、高さ 6m 超、水平投影面積 200 ㎡超、天井面構成

部材等が 2kg/㎡超のものを指す。 
脚注2： 擬似速度 pSvは pSv=Sdとして求めた。ここで、は固有円振動数（固有周期 T=2/）、Sdは水平 2 方向の地震

動に対する 2 次元等方性単振子の最大変位である。なお、減衰定数は 5%とした。 
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は建築基準法の応答スペクトル（極めて稀に発生する地震動、2 種地盤、表層地盤の増幅は

略算、地域係数 Z=0.9）を示し、灰色の点線と破線はそれぞれ擬似加速度 pSa=1000, 2000, 

3000cm/s/s と変位 Sd=25, 50, 75cm を表している。固有周期（図 2 の横軸の Period）が 1 秒

以下では前震でも建築基準法とほぼ同程度であり、本震ではさらに大きくなっている。周

期帯によっては応答加速度が前震で 1～2G、本震で 2～3G、長周期側の変位は前震で 25cm

程度、本震で 50cm 程度に達している。 

 
図 1 調査対象と地震動観測点（Google Map を利用） 

 

 
図 2 擬似速度応答スペクトル 
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４ 被害の概要 

今回の調査はホール等の大規模な屋内空間を有する建築物が対象であり、調査を行った

ホール等の天井は一部を除いて特定天井に該当する。ヒアリングによると、天井に関して

は前震では比較的小さな被害に留まっていたものの、本震で大きな被害を受けたものが多

かった。中には 5 月 9 日になってから更に脱落したものもあった。調査対象の天井の仕様

はいわゆる在来工法天井が大部分であった。天井以外の内外装材の被害としては、ガラス

の破損・脱落、内壁の損傷・脱落、外壁のプレキャストコンクリートパネル（PC パネル）

のずれ、などが見られた。設備関係では、舞台装置の損傷、照明やそのカバーの落下、空

調吹き出し口の落下、高架水槽の損傷などがあった。構造躯体の被害として鉄筋コンクリ

ート造の柱や梁の上に鉄骨造の屋根が載る構造形式（いわゆる置き屋根）で、屋根の支承

部に被害が見られたものもあったが、これ以外の構造躯体の顕著な被害は、いずれの建築

物にも確認されていない。 

 

５ 個別の被害状況 

対象建築物ごとに被害状況を示す。各建築物の諸元や被害状況の詳細については本報告

の末尾に付表としてまとめて示しているので、合わせて参照されたい。 

５．１ Ａ会館 

会議室棟とホール棟からなる建築物である。竣工は 1967 年で、構造体は鉄筋コンクリー

ト造である。会議棟１階床とホール棟客席１階床に亀裂があり段差が生じていた。 

ホールで特定天井に該当する吊り天井が脱落していた。前震で舞台上部の天井面が部分

的に脱落し、本震でその他の部分が脱落したとのことである。天井面は、吊りボルト下に

組んだアングルに鋼線で鉄網を取り付けてモルタルを塗ったもの（ラスモルタル天井）が

多くを占めていた。1 階客席に脱落した天井のモルタルの厚さを計測したところ約 4cm であ

り、単位体積重量を 20kN/㎥とすれば平米当たり 800N（約 80kgw）となって単位面積質量

は相当に大きい。ラスモルタル天井以外の部分はいわゆる在来工法の天井であり、1 階客席

前方や 2 階客席部分等に脱落が生じていた。 

その他の被害では、天井面にある吹き出し口の垂れ下がりや脱落等も確認された。 
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(a) 外観 (b) ホール 

  

(c) 1 階客席へのラスモルタル天井の脱落 (d)ラスモルタル天井（ﾓﾙﾀﾙ厚さ約 4cm） 

  

(e) 繊維混入せっこうボード 

(1 階客席ラスモルタル天井落下位置付近) 

(f) 1 階客席前方に落下した天井(せっこ

うボード(厚さ 12.5mm)＋吹付） 

  

(g)舞台上に落下した天井 (h)天井裏 

写真 1 Ａ会館 

 

 

ダクト 

吊りボルト 

溝形鋼 
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(i)天井の立ち上げ部分の舞台への落下 (j)天井の立ち上げ部分（(i)の上方見上げ） 

    

(k) 2 階客席への天井の脱落 (l) 2 階客席に落ちた天井板（せっこうボ

ード(厚さ 9.5mm)×2 枚） 

 

 

(m) 天井裏 多数のH形鋼が水平に配置さ

れている。 

 

写真 1 Ａ会館 

（続き） 

 

  

H 形鋼 
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５．２ Ｂホール 

諸室棟とホール棟からなる建築物である。竣工は 1995 年、構造体は鉄筋コンクリート造

（屋根は鉄骨造）である。 

ホールの特定天井に該当する天井で脱落が生じていた。天井は在来工法による吊り天井

である。ヒアリングによると、前震では粉がパラパラ降る程度であったが、本震で設備が

設置されている箇所で１畳程の大きさで天井面が脱落するとともにその他の箇所でも落ち

かけて、5 月 9 日の朝に天井面が大きく脱落しているのが確認された、とのことである※。

天井面の吹き出し口も天井と一緒に脱落していた。 

その他、屋外の地上レベルにある受水槽が傾いていた。 

 

※ 気象庁の震度データベース検索 1)によれば、4 月 16 日 9 時 48 分の最大震度 6 弱の地震の後、5 月 8 日

までに K-NET 熊本で観測された震度の回数を示すと、次の表のとおりである。 

震度 1 2 3 4 5 弱以上 

回数 108 51 17 4 0 

 

  

(a)外観 (b)ホール 

 

(c)脱落部分の天井（赤点線枠内） 

写真 2 Ｂホール 
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(d)脱落した天井面 (e)天井板の断面 

  

(f)天井裏の状況 (g)受水槽の傾き 

 

 

(h)受水槽の基礎  

写真 2 Ｂホール（続き） 
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５．３ Ｃ展示場 

展示ホール棟、諸室棟とそれらをつなぐ通路棟からなる建築物である。竣工は 1998 年、

構造体は、展示ホール棟と諸室棟は鉄筋コンクリート造（屋根は鉄骨造）であり、通路棟

は鉄骨造である。展示ホール棟と諸室棟で鉄骨屋根の支承部のベースプレート下のモルタ

ルが損傷した。 

展示ホール棟は可動式間仕切りで 4 つの展示スペース（a～d ホール）に区切ることがで

きるようになっており、いずれも特定天井に該当する在来工法の天井が設置されている。

天井面の部分的な破損・脱落が吊り物の支持部分や天井面端部で確認され、照明ボックス

の脱落などによる落下物が多数確認されたが、b ホールの被害程度が最も大きかった。また、

d ホールでは、前震で損傷した鉄骨屋根の支承部（妻壁上部）近傍にある開口部のガラスが

本震で破損・脱落した。 

諸室棟では、非構造部材に顕著な被害は確認されなかった。 

通路棟では、吊り天井、ガラス手すり、ガラス腰壁、ガラス防煙垂れ壁等の内装、窓ガ

ラスや窓サッシ等の外装の被害を確認した。外装のガラスを除き、被害の多くは本震によ

るとのことである。また、スプリンクラーが誤作動して内装が水浸しになったとのことで

ある。 
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(a)外観 (b) 天井（b ホール） 

  

(c)脱落した照明ボックス（bホール） (d)脱落した天井板（野縁ピッチ約 30cm、b

ホール） 

  

(e)天井端部の損傷（bホール） (f)天井裏（吊り元はぶどう棚、dホール上

部） 

  

(g)ぶどう棚の溝形鋼に付けられた吊りボ

ルト（d ホール上部） 

(h)野縁ピッチ約 30cm（d ホール上部） 

写真 3 Ｃ展示場 

ぶどう棚 
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(i)屋根支承部及びガラス（dホール) (j)屋根支承部（dホール） 

  

(k)屋根支承部（諸室棟） (l)天井の一部落下（通路棟。吊り元は ALC

パネル） 

  

(m)ガラス防煙垂れ壁の被害（通路棟） (n) ガラス手すりの被害（通路棟） 

写真 3 Ｃ展示場（続き） 
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５．４ Ｄセンター 

ホールと諸室が入っている建築物である。竣工は 1997 年、構造体は鉄筋コンクリート造

（屋根は鉄骨造）である。 

ホールで、特定天井に該当する吊り天井が破損・脱落していた。天井は在来工法による

吊り天井である。また、内壁が天井面との取合い部分や客席後方上部の開口脇で損傷・脱

落していた。設備では、天井裏の給気ダクトの吊り元やダクト自体が外れていた。その他、

最後方の客席とその後ろの通路を隔てるように設置された高さ１ｍ程度のコンクリート製

の壁が転倒していた。 

 

  

(a)外観 (b)ホール 

  

(c)天井脱落部分 (d)脱落した天井 

  

(e)野縁ピッチ約 30cm (f)脱落した天井 

写真 4 Ｄセンター 

 

天井脱
落部分 
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(g)天井脱落部分見上げ (h)天井と内壁の損傷・落下 

  

(i)落下した三角形のせっこうボード（天

井取合い内壁と思われる。） 

(j)天井裏 

  

(k)客席後方上部の開口脇の内壁の損傷・

脱落 

(l)吊り元は屋根の母屋 

  

(m)クリップ両掛け (n) 最後方の客席とその後ろの通路を隔て

る壁の転倒（写真奥では傾き発生） 

写真 4 Ｄセンター（続き） 
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５．５ Ｅ会館 

ホールと諸室が入る建築物である。竣工は 1994 年、構造体は鉄筋コンクリート造（屋根

は鉄骨造）である。最上階 4 階の鉄骨屋根の支承部が損傷し、コンクリートが割れたり脱

落したりしていた。 

ホールは最上階にあり、特定天井に該当するシステム天井にはグラスウールボードにず

れが生じていたものの顕著な被害は確認されなかった。設備では、照明装置が３基落下し

ていた。 

その他、外装のタイルに一部損傷が見られるとのことであった。 

 

  

(a)外観 (b)ホール 

  

(c)落下した照明 (d)天井裏（H 形鋼から短いボルトで吊り） 

  

(e)S 造屋根支承部の損傷（割れ） (f)S 造屋根支承部の損傷（脱落） 

写真 5 Ｅ会館 

  

グラス
ウール
ボード
のずれ 

照明落下 
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５．６ Ｆ劇場 

２つのホール（コンサート用、演劇用）と諸室が入った建築物である。竣工は 1982 年、

構造体は鉄骨鉄筋コンクリート造（屋根は鉄骨造）である。 

コンサート用ホールの天井は、特定天井に該当する。天井板が部分的に剥落したが、一

定以上の面積の天井面が脱落するような顕著な被害は確認されなかった。演劇用ホールの

舞台袖で、舞台とカウンターウェイト部分を間仕切るメッシュの足下部分の留め付けが部

分的に外れていた。外壁の PC パネルで面外方向にずれたものが相当数（全体の 1 割程度）

あった。調査時点で建築物北面の外壁面について PC パネルを外して損傷状況の確認を行っ

ていた。その他、高架水槽で、内外のパネルが損傷するとともに給水配管が外れていた。 

 

 

(a)コンサート用ホール (b) コンサート用ホール 
（客席から舞台を見る） 

  

(c)天井下地 ﾊｯﾄ鋼とねじ留めｸﾘｯﾌﾟ (d)天井裏 多数の水平補剛材 

  

(e)吊り元はデッキや梁 (f)舞台とカウンターウェイト部分を間仕切
るメッシュの足下部分の部分的外れ 

写真 6 Ｆ劇場（コンサート用ホール） 
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(a)演劇用ホール (b)天井裏（野縁ピッチ約 30cm） 

  

(c)天井裏（勾配天井と水平補剛材） (d)野縁ハット鋼とねじ留めクリップ 

  

(e)高架水槽の損傷 (f)高架水槽の内部（隔壁の損傷） 

  

(g)南面外壁 (h)南面外壁（拡大）PC パネルの面外への

ずれ 

写真 7 Ｆ劇場（演劇用ホール、等） 

  

損傷（面外へ
のはらみ） 

隔壁の損傷（割れ） 
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５．７ Ｇ運動施設 

2 層分吹き抜ける剣道場と柔道場がそれぞれ 1 階と 3 階にある 4 階建ての建築物である。

その他、1 階には事務室、3 階には第 1、第 2 小道場があり、2 階と 4 階は観覧席となって

いる。竣工は 1971 年、構造体は鉄筋コンクリート造（屋根は鉄骨造）である。 

1 階の剣道場は、天井は在来工法による天井で特定天井に該当し、照明周りや壁際で損傷

が見られた。鋼製サッシに硬化性パテでとめた窓ガラスが計 16 枚破損したとのことである。 

3 階の柔道場は、照明周りや天井端部等で天井が多く損傷・脱落していた。在来工法によ

る天井であり、高さが 6m を超えないため特定天井に該当しない。鋼製サッシに硬化性パテ

でとめた窓ガラスが計 29 枚破損したとのことである。 

室内ではその他に、各階の内壁にひび割れが確認され、3 階の第 1、第 2 小道場の 2 室で、

窓際の天井の垂れ下がりが確認され、鋼製サッシに硬化性パテでとめた窓ガラスが計 7 枚

破損したとのことである。 

屋外では、軒天井の一部が損傷して欠けていた。詳細が確認できていないが、吊り天井

である場合は特定天井に該当する。その他、建築物周囲の 1 階の外壁には城壁を模擬した

と思われる石積みがあるが、全体の 3 分の 2 程度で落石して崩れていた。これに伴って、

石積みにアンカーをとっていた設備や雨樋が損傷し、落ちてきた石で 1 階の入り口のガラ

ス扉が損傷するなどしていた。 

  

(a)外観 (b)剣道場（1 階） 

  

(c)剣道場ガラス破損 (d)剣道場観覧席（2 階）の天井裏 

写真 8 Ｇ運動施設 

 

石積み 
崩れ 
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(e)柔道場（3 階） (f)壁際や照明まわりの天井の一部脱落 

   

(g)せっこうボード 天井（厚さ 8mm）、壁（厚

さ 9mm） 

(h)柔道場の天井（吊り元は ALC パネル） 

  

(i)第 1 小道場（剣道場、3 階） (j)軒天の損傷 

写真 8 Ｇ運動施設 

（続き） 
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５．８ その他の非構造部材の被害 

5 月 24 日の移動中に、外観の目視で確認した非構造部材の被害を示す。 

５．８．１ 駅舎のガラスの被害 

写真 9(a)に示す立面の右側で、写真 9(b)に示すように正方形のガラスを四隅で点支持す

るような形式のガラスが損傷・脱落していた。写真 9(a)の赤枠で示した損傷・脱落箇所の

左側にあるサッシに入ったガラスには被害は確認されなかった。 

 

 

(a)全体 

 

(b)拡大 

写真 9 駅舎のガラスの被害 

 

５．８．２ 商業施設の外壁の被害 

ALC パネルを用いた横壁アンカー構法の外壁で、天井レベルのパネルが脱落していた。 

 

写真 10 商業施設における天井レベルでの ALC パネルの損傷 
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６ まとめ 

熊本市とその近隣にある、ホール等の大規模な屋内空間を有する７つの建築物を対象と

して、特定天井等の非構造部材の地震被害の現地調査を行った。以下、非構造部材等の種

類ごとにまとめる。 

６．１ 天井 

第三次調査 2)で確認されたような天井の全面的な脱落はなかったものの、鉄網にモルタル

を塗った重たい天井や在来工法の天井の一部が高所から脱落する被害が見られた。前震と

本震は夜間や未明に発生したこともあり、幸い人的被害はなかったようであるが、時間帯

によっては人的被害を招きうる非常に危険な被害が確認された。また、本震後に一定の期

間をおいた後で脱落する被害が見られた。 

６．２ 内装材（天井以外） 

天井と取り合う壁の破壊・脱落などの被害が見られた。 

６．３ 外装材 

プレキャストコンクリートパネル（PC パネル）が大きく面外方向にずれを生じる被害が

あった。 

６．４ ガラス 

エントランス付近のガラス、地震被害を受けた屋根支承部付近に設置されたガラス、現

在の新築では使用されていない硬化性パテ止めのガラスにおいて、破損・脱落が見られた。

また駅舎の外装のガラス被害も確認した。 

６．５ 設備 

舞台装置の損傷、照明やそのカバーの落下、空調吹き出し口の落下、高架水槽の損傷な

どがあった。 

６．６ 鉄筋コンクリート造の壁・梁上にある鉄骨造屋根の支承部 

いわゆる置き屋根の支承部での被害が２つの建築物で確認された。 

 

おわりに 

今回の地震で亡くなられた方及びそのご遺族に対し、深く哀悼の意を表します。また、

被災された方々に心からお見舞い申し上げるとともに、一刻も早い復興を祈念いたします。

本調査を実施するに当たり、熊本県、熊本市をはじめとする、被災建築物の調査にご協力

を頂きました関係者の皆様には大変お世話になりました。また、本稿では、国立研究開発

法人防災科学技術研究所が公開している K-NET 及び気象庁震度計の観測記録を利用させて

頂きました。ここに深謝申し上げます。 
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付表 被害状況一覧 

 

No. 調査日 名称 建設年 構造 室用途 天井等の改修
天井高
(m)

室面積(㎡)
特定天
井 ※1

天井被害
(前震)

天井被害
(本震)

天井下地 ※2 天井板 ※3
天井板留め
付け間隔

天井吊り元
水平補剛

材
内外装材被害(天井以外) 設備被害

S造屋根支承部
被害

1 Ａ会館 1967年 RC造 ホール

H18年(2006年)改修
天井裏の赤い部材
が新設。吊りボル
ト増設。

14.6(ﾓﾙﾀ
ﾙ落下)～
15.7

約1100
(客席の
み。29.7×
38.3）

○
舞台脇で落下
(客席は落下
なし)

舞台・客席で
一部脱落(畳3
畳分程度が落
下。日に日に
下がっている
とのこと。)

在来（野縁受け
の上にアングル
(Ｌ)があるとこ
ろも）、鉄網＋
モルタル

せっこう
ボードt6、
t9.5×2
枚、t12.5
＋吹付
モルタル
厚さ約4cm

約30cm
RC屋根スラ
ブ及び屋根

梁

なし
(ダクト
まわり等
でH鋼やC
鋼あり)

2
Ｂホー

ル
1995年

RC造＋
屋根S
造

ホール
2002年に屋根の防
音工事(天井は改修
なし)

5.9(最後
方)～
7.4(落下
部)～
10.0(中
央で最も
高い所)

約240
（客席の
み。15.2×
15.8）

○
吹付が落ちる
程度

照明と天井の
一部が落下
（その後、5
月9日までに
天井が一部脱
落)

在来

繊維混入
せっこう
ボードt6×
2枚＋吹付

約15cm
ぶどう棚
（一方向の
溝形鋼梁）

なし

スピー
カー、
舞台装置
（反響
板）、
水槽

3
Ｃ展示

場
1998年

RC造＋
屋根S
造

展示ホール
棟　展示ス
ペースa,
b, c, d

昨年、天井補強工
事(天井板の目地部
にライン上の補
強）

14.5～
15.5

約1900
（1つの
ホール。
54.1×
35.7)

○ 在来

ケイカル板
t6(図面に
記載あり)

補強として
ガルバリウ
ム鋼板t1.6
、幅100mm

ダブル野
縁：約
15cm(金属
板補強)

シングル野
縁：約20cm

ぶどう棚
（通路棟は
ALCパネ
ル）

なし

aホール:ガラス破損
エントランスガラス
(t15)：前震で1枚ひび、
本震で全体が破壊。
cホール入口垂れ壁ガラ
ス t6.8破損
dホール脇の入口ガラス
t8破損
dホール：ガラス破損

照明ボック
ス落下
（70cm×
160cm。30
～40kg程
度)

ベースプレー
ト下のモルタ
ルの破壊、ア
ンカーボルト

の伸び
（諸室棟でも
同様の被害あ

り)

4
Ｄセン
ター

1997年
RC造＋
屋根S
造

ホール
天井改修なし（吊
り物の改修程度）

9.5(後ろ
から2列
目)～
13.1(前
から3列
目)

約510
(客席の
み。20.8×
24.6)

○

天井の脱落は
なし(隅部と
客席後方上部
の内壁の損
傷）

一部脱落

在来
(クリップ両掛
け)
野縁間隔
20cm(急勾配部)
～30cm（落下
部)

せっこう
ボードt9.5
1枚張り塗
装仕上げ

約20～22cm
S造屋根の
母屋

あり

客席後部の腰壁（高さ
108cm、幅392cm。1枚倒
れ、1枚傾き。アンカー
鉄筋　端部D12、中央D9
＠15～25cm）
客席側面にある天井と取
り合う部分の内壁の損
傷・脱落
客席後部の開口部脇の内
壁損傷・脱落

ガイドレー
ル曲がり、
ダクト吊り
外れ、ス
ピーカー

5 Ｅ会館 1994年
RC造＋
屋根S
造

多目的ホー
ル
(4階建ての
4階)

5.5～8.2
（移動式
客席が出
された状
態）

約260（客
席のみ。
16.0×
16.2）

○ なし なし システム天井
金属メッ
シュ

－
ぶどう棚
（H形鋼）

なし

照明３基脱
落。前震で
照明に傾
き。本震で
落下。

屋根支承部の
かぶりコンク
リートの損

傷・落下(側方
破壊)。損傷が
広がってきて
いるとのこ

と。

コンサート
用ホール

2013年に舞台上の
シャンデリアの耐
震工事

15.3(1階
席前方)
～16.2(1
階席後
方)

約1100
(49.1×
22.2、舞台
含む）

○ なし
一部損傷（舞
台際、奥）

在来（野縁ハッ
ト鋼、クリップ
はねじ留めタイ
プ）

－ － デッキ、梁 あり

外壁PCパネルのずれ（特
に南北面。全体の１割程
度。1枚について、幅
90cm×長さ346cm×厚さ
17.5cm(仕上げ込）。 ）

高架水槽の
損傷

演劇用ホー
ル

16.1(客
席前方）

約610
(客席部
分。21.8×
27.8）

○ なし なし
同上
野縁ピッチ約
30cm

－ － 同上 あり

剣道場 (4
階建ての1
階)

6.1、
5.7
（折り上
げ天井）

約580
(15.7×
37.2、剣道
場部分)

○ なし
一部損傷(壁
際、照明まわ
り)

在来工法
（ハンガーは現
状のJISと逆向
きの内曲り）

－ － RCスラブ なし
ガラス破損。
石垣は前震で一部、本震
で2/3程度崩壊

柔道場 (4
階建ての3
階)

5.3

約580
(15.7×
37.2、柔道
場部分)

× なし

一部脱落（軒
天も一部損
傷。同じ階に
ある2つの小
道場では天井
にたわみが発
生。）

在来工法
（ハンガーは現
状のJISと逆向
きの内曲り）

せっこう
ボードt8

－ ALCパネル なし
ガラス破損(29枚)
（同じ階にある2つの小
道場でもガラス破損。）

※1 ○：該当、×：非該当。なお、天井下地と天井板の種類から特定天井の要件である2kg/㎡をいずれも超えていると判断した。 ※3 tは厚さ（単位 mm）。
※2 いずれの天井でも、特定天井の基準でいう「斜め部材」は設置されていない。（段差のある天井の斜め補強は確認された。）

7
Ｇ運動
施設

5月25
日(水)

6 Ｆ劇場

5月24
日(火)

一部脱落

1982年
SRC造
＋屋根
S造

1971年
RC造＋
屋根S
造

天井改修なし
（一昨年度に特定
天井の調査あり）



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


